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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市壱めざす市民としての誇

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めまず
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

冒芯

’
6

－

市
議
会
第
１
回
定
例
会
の
議
決
結
果

新
年
度
予
算
な
ど

恥
議
案
を
可
決

新
年
度
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
平
成
５
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
９
日
か
ら
溺
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
大
井
市
長
が
述
べ
た
施
政
方
針
と
新
年
度
の
施
策
の
大
綱
は
前
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
提
出
さ

れ
た
議
案
は
、
新
年
度
予
算
や
支
所
設
竃
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
妬
議
案

で
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

画
成
田
線
布
佐
駅
橋
上
駅
舎
建
設
る
た
め
る
た
め

基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
團
公
告
式
条
例
の
一
部
改
正
布
画
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

定
成
田
線
布
佐
駅
橘
上
駅
舎
建
佐
支
所
の
掲
示
場
の
位
誼
を
改
め
改
正
国
保
税
の
賦
課
限
度
額
、

設
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
に
る
た
め
税
率
、
納
期
等
の
改
定
の
た
め

伴
い
、
条
例
を
廃
止
す
る
た
め
画
支
所
設
置
条
例
の
一
部
改
正
画
心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所
の
設

圃
集
会
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
布
佐
支
所
を
移
転
き
せ
る
た
め
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制

閏
す
る
条
例
の
一
部
改
正
布
佐
囮
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
定
心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所
の

市
民
セ
ン
タ
ー
の
分
館
を
設
證
す
正
葬
祭
費
の
支
給
額
を
改
定
す
設
誼
の
た
め

心身障害者福祉作業所
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5月1日(土)からオープン

昨
年
の
８
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
た
、
心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所
「
み
ず
き
」
が
、

こ
の
ほ
ど
完
成
。
３
月
羽
日
（
月
）
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
５
月
１
日
（
土
）
か
ら
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
心
身
障
害
者
の
働
く
場
と
し
て
建
設
さ
れ
、
作
業
指
導
や
生
活
指
導

を
と
お
し
て
障
害
の
軽
減
を
図
り
、
自
立
を
目
指
し
て
積
極
的
に
社
会
参
加
を
す
る
施
設
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
障
害
福
祉
課
Ｉ

心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所
「
み
職
極
的
に
社
会
参
加
を
す
る
た
め
は
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
１
６

ず
き
」
は
、
障
害
者
が
作
業
指
導
の
施
設
と
し
て
建
議
管
理
は
「
手
４
１
人
、
療
育
手
帳
所
持
者
２
６

や
生
活
指
導
を
と
お
し
て
障
害
の
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
が
行
い
ま
す
。
６
人
で
、
毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。

経
減
を
図
り
、
自
立
を
目
指
し
て
現
在
、
市
内
の
心
身
障
害
者
数
こ
う
し
た
な
か
、
既
に
小
規
模

§

篠
凡

こ
う
し
た
な
か
、
既
に
小
規
模
年

作
業
所
「
つ
く
ば
ね
作
業
所
」
や
３

「
お
お
ば
ん
」
な
ど
民
設
の
施
設
▼

は
あ
り
ま
し
た
が
、
公
設
の
福
祉
歳

作
業
所
の
建
設
が
待
ち
望
ま
れ
て
帳

い
ま
し
た
。
体

福
祉
作
業
所
「
み
ず
き
」
は
、

搬
地
面
識
４
１
３
０
平
方
脚
、
建

物
は
床
面
祇
４
９
９
平
方
脚
の
鉄

骨
造
平
屋
建
て
。
作
業
室
２
室
、

厨
房
・
食
堂
な
ど
を
完
備
。
入
口

か
ら
各
作
業
室
へ
の
段
差
を
な
く

す
な
ど
、
障
害
者
が
安
全
に
利
用

で
き
る
よ
う
エ
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
業
所
で
は
、
七
宝
焼
や
縫
製
、

ク
ッ
キ
ー
作
り
「
園
芸
な
ど
の
作

業
が
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
作
業
所
は
年
金
械
麺

立
金
還
元
融
資
黄
金
を
活
用
し
て
見▼

建
て
ら
れ
ま
し
た
。

画
身
体
障
害
者
普
通
自
動
車
運
転
囮

免
許
証
取
得
壷
用
支
給
条
例
の
一
予

部
改
正
支
給
限
度
額
の
改
定
の
２
｜

た
め
２
｜

画
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
設
鍾
及
び
号

派
遣
手
数
料
に
関
す
る
条
例
の
一
回
一

部
改
正
報
酬
の
額
及
び
手
数
料
画
一

基
準
の
改
定
の
た
め

囮
中
小
企
業
賓
金
融
資
条
例
の
一
画

部
改
正
融
査
対
象
者
及
び
貸
付
壬

限
度
額
の
拡
大
、
貸
付
期
間
の
延
画
一

長
の
た
め
算

画
市
道
路
線
の
廃
止
認
定
錯
誤
国

の
市
道
路
線
を
廃
止
す
る
た
め
画
堅

團
市
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
の
設
氏
（

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
氏
一

定
キ
ャ
ン
プ
場
の
設
置
の
た
め
坐

囹
平
成
４
年
度
市
一
般
会
計
補
正
月
》

予
算
（
第
３
号
）
４
｝

牌

I

囮
平
成
４
年
度
市
特
別
会
計
補
正

予
算
国
民
健
康
保
険
事
業
（
第

２
号
）
、
土
地
区
画
整
理
事
業
（
第

２
号
）
、
公
共
下
水
道
事
業
（
第
３

号
）
、
老
人
保
健
（
第
２
号
）

囮
平
成
５
年
度
市
一
般
会
計
予
算

圏
平
成
５
年
度
市
特
別
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
事
業
、
土
地
区

画
整
理
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、

手
蛍
沼
浄
化
事
業
、
老
人
保
健

画
平
成
５
年
度
水
道
事
業
会
計
予

算国
収
入
役
の
選
任
（
別
掲
）

画
監
査
委
員
の
選
任
村
越
新
男

氏
の
辞
任
に
伴
い
、
佐
々
木
豊
治

氏
を
選
任
す
る
も
の

佐
々
木
壁
治
氏
昭
和
狙
年
２

月
詣
日
生
ま
れ
、
住
所
は
湖
北
台

４
丁
目
、
番
９
号

▼
場
所
古
戸
字
谷
下
８
０
４
番

地
（
左
図
参
照
）
、
新
木
駅
北
口
下

車
徒
歩
約
巧
分

▼
関
所
時
間
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で

▼
休
日
土
曜
・
日
峨
日
、
祝
日
《

年
末
年
始
（
狸
月
調
日
か
ら
１
月

３
日
）

▼
入
所
賓
格
市
内
在
住
の
満
巧

歳
以
上
の
精
神
薄
弱
者
で
療
育
手

帳
を
持
っ
て
い
る
方
、
ま
た
は
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

1
入
所
の
案
内

一

魎
照 窯|ボム:’ '。女子便所女子便所 男子便所 廓 務 童 会岨室

推T蓑’作業室1 作業室2

▼位蕎図
ノ

利根川

＊
市
長
賞
…
松
島
真
美
さ
ん
（
並

第
９
回
植
木
ま
つ
り
杢
譲
襄
化
錐
鬘
壹

賞
…
笈
川
吉
郎
ざ
ん
（
高
野
山
）

日
時
…
…
４
月
別
日
（
土
）
・
踊
日
（
日
）
◎
里
甫
は
皇
研
ぎ
釜
詔

場
所
：
義
則
繩
勤
聖
輔
義
烈
騒
蕊
溌
謝
辮
珊

※
雨
天
の
場
合
、
催
し
物
に
変
更
が
あ
り
ま
す
◎
わ
た
あ
め
無
料
配
布
牢
後
１

ま
ち
の
緑
も
美
し
く
、
植
木
な
式
（
午
前
、
時
か
ら
）
時
釦
分
か
ら
）

ど
庭
の
手
入
れ
に
蝦
適
な
時
期
と
〈
花
魂
コ
ン
ク
ー
ル
〉
〈
鰯
日
（
日
）
〉

な
り
ま
し
た
。
恒
例
と
な
っ
た
池
＊
小
学
校
の
部
優
秀
賞
：
根
戸
◎
チ
ビ
ッ
コ
も
ち
つ
き
大
会
（
午

木
ま
つ
り
も
今
年
で
９
年
目
。
会
小
、
優
良
賞
…
我
孫
子
第
一
小
、
後
２
時
か
・
ら
）
無
料

場
で
は
植
木
や
草
花
、
薬
剤
な
ど
我
孫
子
塞
一
示
、
努
力
賞
…
我
孫
〈
聖
日
。
泌
日
〉

を
市
価
よ
り
安
く
販
売
。
一
｝
家
族
子
笙
不
、
並
木
小
、
湖
北
台
西
◎
花
の
無
料
配
布
（
午
前
ｎ
時
”

お
そ
ろ
い
官
乗
場
く
だ
さ
い
。
小
、
市
緑
化
推
進
協
会
会
長
章
：
分
か
ら
）
先
着
２
０
０
０
名

湖
北
小
、
＊
中
学
校
の
部
優
秀
◎
園
芸
教
室
（
午
後
１
時
か
ら
２

イ
ベ
ン
冊
卜

蛍
…
我
孫
子
中
、
優
良
賞
…
久
寺
時
）
テ
ー
マ
は
病
害
虫
の
見
分
け

〈
塑
日
（
土
）
〉
家
中
、
＊
一
般
の
部
優
良
賞
．
、
方
と
防
除

◎
第
７
回
花
種
コ
ン
ク
ー
ル
。
第
河
村
正
義
ざ
ん
（
新
木
）
◎
園
芸
相
談
（
随
時
）

５
回
花
鐘
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
〈
花
鐘
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
〉
▼
問
い
合
わ
せ
公
剛
緑
地
課

方
で
作
業
所
へ
の
通
所
可
能
な
方
。

（
伝
染
性
疾
患
を
有
す
る
と
き
や
、

作
業
所
内
の
秩
序
を
乱
す
お
そ
れ

の
あ
る
と
き
な
ど
、
入
所
の
許
可

を
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
定
員
狙
名
（
初
年
度
は
、
名

程
度
）

▼
使
用
料
無
料

▼
申
し
込
み
入
所
許
可
申
請
響

（
障
害
福
祉
課
窓
口
に
あ
り
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
障
害
福
祉
課
へ

▼
問
い
合
わ
せ
障
害
福
祉
課
垂

（
妬
）
１
１
１
１
ま
た
は
心
身
障
害

者
福
祉
作
業
所
「
み
ず
き
」

壷
（
師
）
５
１
７
１

終末処理センター
我孫子利根線

堀
心身障害者
福祉作業所

「みずき」 新木野団地

国迩356号 線

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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収
入
役
に

飯
泉
四
志
夫
氏

水
道
事
業
管
理
者
に

石
井
忠
氏

N

馨
雲
熟
謬
刷

b

滝
口
昭
水
道
事
業
管
理
者
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
後
任
に
石

井
忠
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

石
井
氏
は
昭
和
弱
年
、
当
時

の
我
孫
子
町
役
場
に
入
り
、
こ

れ
ま
で
市
民
部
長
、
建
設
部
長

等
、
市
の
要
職
を
歴
任
。
昭
和

加
年
３
月
幻
日
生
ま
れ
、
住
所

は
並
木
７
丁
目
５
番
８
号
。

小
倉
正
一
収
入
役
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
後
任
に
飯
泉
四
志

夫
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
飯

泉
氏
は
昭
和
詔
年
、
当
時
の
我

孫
子
町
役
場
に
入
り
、
こ
れ
ま

で
監
査
委
員
会
事
務
局
長
、
建

設
部
長
、
総
務
部
長
等
、
市
の

要
職
を
歴
任
。
昭
和
９
年
７
月

四
日
生
ま
れ
、
住
所
は
根
戸
新

田
１
３
７
の
３
．

下総基地 米軍機使用絶対反対の
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ニテイ推進事業等）を実現するための施策を推進
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平
成
５
年
度
当
初
予
算
は
３
月
市
議
会
定
例
会
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
予
算
の
概
要
は
一
般

会
計
予
算
が
２
６
２
億
４
３
０
０
万
円
（
前
年
度
比
５
．
４
誹
減
）
、
特
別
会
計
予
算
が
１
２
０
億

４
９
０
０
万
円
（
同
３
．
０
部
増
）
、
水
道
事
業
会
計
予
算
が
媚
億
５
７
１
８
万
円
（
同
７
．
６
誹

減
）
と
な
り
、
以
上
を
合
計
し
た
市
の
総
予
算
は
４
２
９
億
４
９
１
８
万
円
（
同
３
．
４
評
減
）
と

な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
予
算
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
昭
和
砲
年
度
以
来
の
超
緊
縮

型
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た
生
活
・
福
祉
関

連
予
算
に
重
点
を
置
く
一
方
、
今
年
度
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
第
４
期
実
施
計
画
（
手
賀
沼
対

策
事
業
の
推
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
の
推
進
、
福
祉
の
総
合
的
推
進
等
）
を
実
現
す
る
た
め
、

各
施
策
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
も
財
源
配
分
を
行
い
ま
し
た
。
Ⅱ
財
政
課
Ⅱ

一職含 計
ノ

262"4300万円

目
的
別
に
み
た
一
般
会
計
の
歳

出
総
額
に
占
め
る
各
費
目
の
割
合

は
、
土
木
費
が
前
年
度
に
比
べ
７
．

８
計
減
少
な
が
ら
今
年
度
も
全
歳

出
額
の
約
翠
計
を
占
め
、
ト
ッ
プ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
継
続
的
事
業
と
な
っ
て

い
る
我
孫
子
駅
南
北
都
市
改
造
事

業
は
じ
め
道
路
整
備
事
業
な
ど
に

戸
一
股
会
尉
・
歳
出

予
算
励
使
い
み

一
般
会
計
・
歳
出

■
６
図
Ｆ
慣
日
附
■
■
ｎ
Ｐ
Ｂ
か
色
、

予
算
配
分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

次
に
、
（
仮
称
）
新
木
地
区
近

隣
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
、
み
た
ま

苑
建
設
事
業
負
担
金
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
総
務
費
が
前
年
度
に
比
べ

８
評
減
。
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
や
福
祉
総
合
計
画
策
定
事

業
を
行
う
民
生
費
は
前
年
度
に
比

べ
０
．
７
軒
増
。
さ
ら
に
布
佐
中

1

我
孫
子
駅
南
北
都
市

改
造
事
業
の
推
進

一
般
市
道
や
都
市
計
画
道
路
、

区
画
整
理
、
公
園
、
排
水
対
策
な

ど
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

都
市
施
設
整
備
や
環
境
整
備
事
業

を
中
心
と
し
た
投
査
的
な
経
費
が

支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
我
孫
子
駅
南
北
都
市
改
造
事
業

巧
億
１
０
０
７
万
円

＊
道
路
整
備
事
業
（
手
黄
沼
公
園
．

久
寺
家
線
、
叩
１
０
３
８
号
線
ほ

な
６
億
３
０
６
４
万
円

＊
排
水
裁
簔
亭
難
関
束
幹
線
、

金
谷
排
水
機
場
、
布
佐
地
区
北
２

号
幹
線
ほ
か
）
５
億
８
１
８
１

万
円

＊
ふ
る
さ
と
手
黄
沼
ふ
れ
あ
い
計

画
事
業
（
手
黄
沼
遊
歩
道
・
展
望

広
場
の
整
備
）
１
億
７
５
０
０

万
円

＊
新
木
駅
南
側
土
地
区
画
整
理
事

業
助
成
金
１
億
１
８
４
０
万
円

＊
布
佐
駅
東
側
土
地
区
画
整
理
事

業
３
５
０
０
万
円

＊
市
営
住
宅
維
持
補
修
事
業
（
日

秀
市
営
住
宅
外
壁
改
修
工
事
）

２
６
０
０
万
円

＊
布
佐
市
民
の
森
整
備
事
業
１

５
０
０
万
円

＊
駐
車
場
整
備
基
本
翫
画
策
定
事

業
１
０
０
０
万
円

＊
景
観
形
成
基
本
計
画
策
定
事
業

８
０
０
万
円

＊
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

出
金
週
億
円

は
■
■
■
ｒ

ａ
土
木
費
】

学
校
屋
内
運
動
場
建
替
建
設
事
業
、

ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
運
営
事
業

な
ど
を
実
施
す
る
教
育
識
も
前
年

度
に
比
べ
皿
・
６
計
増
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
衛
生
壁
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
に
ご
み
焼
却
炉
増
改
造
事

業
が
完
了
し
た
た
め
”
・
６
評
減

の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

主
な
予
算
の
使
い
み
ち
は
次
の

と
お
り
で
す
。

費

地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
建
設

総
合
的
な
社
会
福
祉
の
充
実
を

図
り
、
必
要
な
援
護
を
行
う
た
め

の
経
識
が
支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

１
億
２
６
０
０
万
円

＊
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
還
事
業
関

係
６
０
６
６
万
円

＊
心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所
運
営

委
託
事
業
１
７
０
０
万
円

＊
福
祉
総
合
計
画
策
定
事
業
１

０
０
０
万
円

＊
糖
神
薄
弱
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業
１
億
３
４
８
８
万
円

＊
つ
つ
じ
荘
。
西
部
福
祉
セ
ン
タ

『司

民!’
叢｜

費
L…』

（
仮
称
）
新
木
地
区
近

隣
セ
ン
タ
ー
を
建
設

企
画
調
整
事
務
、
財
務
・
財
産

管
理
事
務
、
戸
籍
、
統
計
、
課
税
・

収
税
、
選
挙
な
ど
主
と
し
て
市
の

管
理
的
業
務
を
行
う
経
費
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
（
仮
称
）
新
木
地
区
近
隣
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
４
億
９
９
７
０

万
円

＊
火
葬
場
み
た
ま
苑
建
設
事
業

（
負
担
金
）
１
億
９
２
１
６
万

円＊
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
６

４
４
１
万
円

＊
放
置
自
転
車
対
策
事
業
３
６

９
３
万
円

＊
情
報
公
開
制
度
化
準
備
・
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

３
０
８
８
万
円

＊
布
佐
駅
橋
上
駅
舎
整
備
事
業

２
０
５
４
万
円

＊
防
災
マ
ッ
プ
作
成
事
業
５
０

０
万
円

＊
国
際
化
推
進
及
び
都
市
間
交
流

推
進
専
業
７
４
６
万
円

＊
市
民
会
館
管
理
運
営
委
託
事
業

１
億
４
４
３
６
万
円

F=sV
-1

鱗｜

|義
1,

I_|

|費
L一.盛

民
生

総
務
費

教
育
委
員
会
を
中
心
と
す
る
予

算
で
小
・
中
学
校
の
維
持
運
営
、

社
会
教
育
、
公
民
館
、
文
化
事
業
、

保
健
体
育
事
業
な
ど
教
育
関
係
の

事
業
に
関
係
ず
る
経
費
が
支
出
さ

れ
ま
す
。

＊
布
佐
中
学
校
体
育
館
建
替
建
設

事
業
４
億
７
１
２
２
万
円

＊
新
木
南
部
遺
跡
群
ほ
か
発
掘
鯛

査
事
業
９
５
２
０
万
円

＊
小
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
整

備
事
業
９
３
７
０
万
円

＊
小
。
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導

入
事
業
６
７
９
０
万
円

＊
英
鱈
指
導
の
た
め
の
外
国
青
年

招
致
事
業
１
４
６
３
万
円

＊
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
運
営
事

業
１
０
１
７
万
円

＊
湖
北
小
展
示
倉
庫
整
備
事
業

１
０
０
０
万
円

＊
図
書
館
運
営
事
業
２
億
３
２

２
３
万
円

＊
公
民
館
運
営
事
業
（
中
央
公
民

館
。
湖
北
地
区
公
民
館
）
１
億

５
９
４
８
万
円

＊
鳥
の
博
物
館
運
営
事
業
１
億

３
７
０
１
万
円

▲
教
育
費
】

Ｉ
運
営
事
業
１
億
２
２
５
１
万

円＊
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業
１
億
１
０
４
２
万
円

＊
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
１
億
４
９
０
０
万
円

布
佐
中
学
校
屋
内
運

動
場
の
建
替
建
設

市民の負担状況
教
寶
費

品鎚＃躯
万
８
８
８
円

人口122,763人慨|"40,547世淵

（平成5年4月1日現御

□111蹄当たり

■1人当たり

商
業
、
工
業
、
観
光
の
振
興
や

消
費
生
活
の
た
め
の
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
中
小
企
業
麦
金
融
壷
事
業
１

億
３
４
４
２
万
円

＊
観
光
振
興
事
業
１
４
５
６
万

円＊
商
店
街
施
設
建
設
事
業
（
補
助

金
）
１
０
２
５
万
円

＊
エ
業
団
地
整
備
促
進
事
業
（
基

本
計
画
策
定
）
１
０
６
０
万
円

、
周
餌
圏
。

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
等

の
再
資
源
化
を
実
施

衛
生
的
で
健
康
な
生
活
環
境
の

維
持
・
向
上
の
た
め
溝
掃
事
業
、

公
害
対
策
事
業
な
ど
市
民
生
活
に

直
結
し
た
経
費
が
支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
賓
源
化
事
業
（
今
年
度
、
新
た
に

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
等
の
資
源
化
を

追
加
）
２
億
２
９
４
１
万
円

＊
成
人
健
康
診
査
事
業
・
乳
幼
児

健
康
診
査
事
業
８
８
１
６
万
円

＊
予
防
接
種
事
業
・
住
民
結
核
健

康
診
査
事
業
４
３
４
２
万
円

＊
自
然
漂
境
調
査
（
鳥
類
編
）

６
０
０
万
円

＊
低
公
害
車
（
電
氣
自
動
車
）
導

入
事
業
３
１
９
万
円

＊
古
利
根
沼
浄
化
関
係
事
業
２

７
５
万
円

ｎ
術
‐
鴎
…
闘
回

商
工
業
の
振
興

商
ヘー

ｎ
万
５
８
６
５
円

３
万
８
２
二
■
■
。

２
万
８
４
３
６
円Ｉ

塗
費 苗

９
３

固定資産税都市計画税市民税
(個人）

昨
年
に
比
べ
３
．
２

パ
ー
セ
ン
ト
の
増

地
方
使
（
市
が
財
源
調
達
の
た

め
に
借
り
入
れ
る
黄
金
）
の
元
金

利
子
の
支
払
い
な
ど
に
あ
て
る
償

還
金
で
す
。 函

胸
懐

市
民
の
声
を

市
政
に
反
映

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
市
長
の
提
案
す
る
条
例

や
予
算
、
決
算
な
ど
を
審
議
す
る

識
会
活
動
を
行
う
経
費
が
支
出
さ

れ
ま
す
。

阿
哨
栃
債
』

挫
業
、
水
産
業
の
基
盤
整
備
、

近
代
化
等
を
行
う
た
め
の
経
蟹
が

支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
水
田
営
醒
活
性
化
対
策
事
業

３
２
６
４
万
円

＊
農
業
振
興
対
策
事
業
２
７
２

３
万
円

＊
市
民
屡
園
整
備
事
業
（
相
島
新

田
）
８
０
０
万
円

高
規
格
救
急
自

動
車
を
整
備

防
火
対
策
、
救
急
業
務
、
危
険

物
の
取
り
締
ま
り
な
ど
市
民
の
生

命
と
安
全
を
守
る
た
め
の
経
費
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
高
規
格
救
急
自
動
車
整
備
事
業

３
８
３
４
万
円

＊
住
宅
防
火
診
断
実
施
事
業
帥

万
円

＊
非
常
備
消
防
費
４
３
７
３
万

円 ＊
石
け
ん
利
用
推
進
事
業
１
６

５
万
円

市
民
農
園
の
整
備

甲

消
防
費

－

－
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一

一

一

一

一

一
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一

一

一

雷

一

｛

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

『

一

一

一

一

一

一

一

一

］

｛

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

弓

』

二

』

画

』

画

一

一

一

『

’

一

』

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

I

1

第4期実施計画（コミュ

保国
計
か
ら
の
繰
入
金
等
で
、
老
人
保

財
源
は
支
払
基
金
交
付
金
、
国

庫
支
出
金
へ
県
支
出
金
、
一
般
会

財
源

庫
支
出

者
の
疾

な
ど
の

０
万
円

し
て
い 議鱗老

I 襲

特
別
会
計
は
一
般
会
計
と
は
別
に
、
特
定
の
事
業
を
行
計
上
し
て
い
ま
す
。

一
つ
た
め
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
そ
の
歳
出
に
あ
て
る
会
計

を
い
い
ま
す
。

土
地
区
画

会
年
度
は
、
５
会
計
総
額
で
前
年
度
比
３
．
０
評
増
の

１
２
０
億
４
９
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

整
理
事
業

（
カ
ッ
コ
内
は
対
前
年
度
比
）

健
法
に
基
づ
く
医
療
給
付
費
支
払
財
源
は
、
王
に
保
留
地
処
分
金
で

剛
輔
撫
難
籠
剛
輔
蠣
繊
裟
澤
撫
緋
聰

０
０
万
円
（
虹
・
３
計
減
）
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

は
国
民
健
康
保
険
税
、
国
公
共
下
水
手
賀
沼

稚
蕊
峨
鮮
誠
灘
道
事
業
浄
化
事
業

給
付
事
業
に
記
憶
８
５
０

（
４
．
７
軒
増
）
を
計
上
財
源
は
下
水
道
使
用
料
、
国
庫

ま
す
。
支
出
金
、
地
方
債
な
ど
の
ほ
か
、
財
源
は
県
及
び
手
黄
沼
を
取
り

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
等
で
賄
ま
く
４
市
３
町
の
負
担
金
の
ほ
か

わ
れ
歳
出
で
は
建
設
費
用
に
狸
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
等
で
賄

人
保
健
嘩
０
０
０
万
円
柔
薯
及
わ
れ
、
手
賀
沼
灌
の
た
め
雲

費
用
に
５
億
８
５
０
０
万
円
手
業
と
し
て
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
の
植
栽

賀
沼
流
域
下
水
道
運
営
費
負
担
金
ア
オ
コ
の
回
収
、
雑
排
水
モ
デ
ル

は
支
払
基
金
交
付
金
、
国
に
２
億
６
８
３
２
万
円
な
ど
の
事
事
業
負
担
金
な
ど
の
諸
事
業
に
１

金
、
県
支
出
金
、
一
般
会
業
費
を
見
込
ん
で
、
総
額
弱
億
１
億
８
１
０
０
万
円
（
０
．
５
軒
減
）

の
繰
入
金
等
で
、
老
人
保
０
０
０
万
円
（
８
．
７
計
増
）
を
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

I

市
の
基
本
と
な
る
一
般
会
計
の

歳
入
は
、
主
要
財
源
と
な
る
市
税

が
１
８
４
億
２
１
２
０
万
円
で

歳
入
全
体
の
沌
許
を
占
め
、
前
年

度
と
比
べ
る
と
２
．
２
軒
増
と
い

う
低
い
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
は
廻
億
４
５
９
６

万
円
（
１
．
５
掛
減
）
を
計
上
。

こ
れ
は
福
祉
施
策
に
伴
う
国
庫
負

担
金
の
ほ
か
、
施
設
建
設
、
都
市

基
盤
整
備
に
伴
う
補
助
金
が
中
心

で
す
。
市
偵
は
ｎ
億
９
４
０
０
万

円
（
翠
・
５
評
減
）
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
主
な
要
因
は
歳
出

殻
会
針
。
鎌
入’

▼平成5年度特別会計予算
面
で
建
設
事
業
等
の
投
資
的
経
費

が
減
少
し
た
た
め
で
す
。
地
方
交

付
税
は
、
４
億
５
０
０
０
万
円
で

す
。
前
年
度
が
不
交
付
団
体
に
な

る
と
い
う
見
込
み
か
ら
普
通
交
付

税
を
計
上
し
な
か
っ
た
た
め
、
配
。

５
詩
の
大
幅
な
伸
び
に
な
り
ま
し

た
。

ま
た
、
繰
入
金
は
７
億
７
８
３

５
万
円
（
配
・
０
計
減
）
で
、
そ

の
中
の
６
億
４
３
０
０
万
円
は
財

政
調
整
基
金
か
ら
の
も
の
で
す
。

平
成
４
年
度
末
の
財
政
調
整
基

金
の
残
高
見
込
み
額
は
皿
億
円
で

す
の
で
今
後
の
景
気
の
動
向
に
よ

っ
て
、
前
年
度
に
引
き
続
き
厳
し

い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

（
カ
ッ
コ
内
は
前
年
度
比
）

１
８
４
億
２
１
２
０
万
円

個
人
・
法
人
市
民
税
、
固
定
資

’
市
税

国民健

保険事

’
老 人 係 0

’公共下

道 事

多
額
な
費
用
が
必
要
な
事
業
に

対
し
て
市
が
長
期
的
に
わ
た
っ
て

借
り
入
れ
る
査
金
で
、
将
来
の
収

入
に
よ
っ
て
返
済
し
ま
す
。

こ
の
黄
金
は
（
仮
称
〉
新
木
地

区
近
隣
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
や
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど

の
費
用
に
使
わ
れ
ま
す
。 |：

11

億
9

4

0

0

万

円

産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
市
民
が

直
接
納
付
す
る
税
金
の
ほ
か
、
市

た
ば
こ
税
な
ど
間
接
的
な
税
金
も

含
ま
れ
ま
す
。

＊
市
民
税
１
２
０
億
４
０
５
１

万
円

＊
固
定
安
産
税
“
億
５
４
５
万

円＊
都
市
計
画
税
ｎ
億
５
２
９
９

万
円

＊
市
た
ば
こ
税
３
億
７
５
０
０

万
円

＊
特
別
土
地
保
有
税
１
億
５
７

３
万
円

＊
軽
自
動
車
税
４
１
５
２
万
円

土地区

整理事

’手賀

浄化事

！

一
水
営
事
亀
急
計

国
庫
支
出
金
と
性
格
が
似
て
お

り
、
一
定
の
行
政
目
的
の
た
め
に

財
源
調
整
の
た
め
識
み
立
て
た

基
金
や
、
ふ
る
さ
と
手
黄
沼
ふ
れ

あ
い
計
画
推
進
の
た
め
の
特
定
目

的
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
る
査
金
で

す
。
。

水
道
事
業
は
市
が
企
業
と
し

て
経
営
す
る
事
業
で
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
清
浄
で
安
全
な
給

水
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
に

運
営
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
妬
億
５
７
１
８
万

円
（
前
年
度
比
７
．
６
軒
減
）

を
計
上
。
第
４
次
拡
張
事
業
の

４
年
目
に
あ
た
り
、
主
な
事
業

と
し
て
平
成
７
年
度
稼
働
予
定

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
で
、
節

約
や
合
理
化
な
ど
に
よ
り
生
じ
る

予
定
の
も
の
で
す
。

県
麦
出
金

繰
入
金

６
億
７
０
１
１
万
円

繰
越
金

７
億
７
８
３
５
万
円

鞘
億
５
７
１
８
万
円

５
億
円

の
湖
北
台
浄
水
場
高
度
浄
水
処
理

施
設
の
建
設
、
湖
北
台
浄
水
場
の

消
毒
施
設
の
改
善
及
び
非
常
用
の

新
発
電
機
の
設
壷
工
事
、
地
下
水

を
有
効
利
用
す
る
た
め
の
取
水
弁

の
維
持
管
理
、
洗
管
エ
事
、
老
朽

配
水
管
の
布
設
替
え
工
事
、
需
要

者
サ
ー
ビ
ス
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
開
発
等
の
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

法
令
に
基
づ
き
市
が
行
う
仕
事

や
市
が
行
う
特
定
の
事
業
に
つ
い

て
、
国
か
ら
支
出
さ
れ
る
資
金
で
、

公
・
私
立
保
育
園
支
出
金
、
生
活

保
謹
支
出
金
、
老
人
措
霞
支
出
金

な
ど
が
あ
る
ほ
か
へ
区
画
整
理
、

偲
億
４
５
９
６
万
円

全
国
の
地
方
自
治
体
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
各

自
治
体
の
財
政
力
に
応
じ
て
国
が

配
分
す
る
交
付
金
で
す
。

県
か
ら
市
に
対
し
て
支
出
さ
れ
る

査
金
で
、
各
種
の
福
祉
・
保
健
施

策
な
ど
の
ほ
か
、
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
建
設
事
業
に
も
使
わ

れ
ま
す
。

国
庫
支
出
金

地
方
交
付
税

４
億
５
０
０
０
万
円

､

▼平成5年度水道事業会計の予算
地
方
醸
与
税
自
動
車
取
得
税

交
付
金
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付

金
、
利
子
割
交
付
金
、
財
産
収
入
、

寄
付
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 |

条
例
に
基
づ
き
市
が
収
入
す
る

盗
金
で
保
育
料
や
老
人
ホ
ー
ム
入

所
者
負
担
金
等
も
含
ま
れ
ま
す
。

市
民
会
館
や
市
民
プ
ー
ル
な
ど

の
公
の
施
設
の
使
用
料
、
戸
籍
や

税
関
係
な
ど
の
証
明
手
数
料
、
ゴ

ミ
処
理
手
数
料
な
ど
市
の
条
例
や

規
則
に
基
づ
い
て
収
入
さ
れ
る
資

金
で
す
。 ３

億
８
０
３
３
万
円

道
路
な
ど
都
市
基
盤
整
備
事
業
や

施
設
建
設
事
業
な
ど
に
使
わ
れ
ま

す
。

そ
の
他

分
担
金
・
負
担
金

使
用
料
・
手
数
料

４
億
６
４
１
４
万
円

’

’
資本的収入

Ｌ
Ｃ
ｍ
Ｕ
Ｃ
ｎ
Ｕ
ｏ

、

涯
無
で
江
、

ｐ
ｎ
Ｕ
Ｏ
ｎ
Ｕ
ｏ
〔

ｏ
ｎ

｡

Ⅳ
凋
吋
西

再
〆
ｘ
Ｌ
〆
ｘ
唱

誕
詫
蝉蕊

Ｐ
Ｘ
、
Ｐ

躯
離騒

資本的支出 1,701,802千円（-22.2％）

項目

収益的収入

収益的支出

毎一

予算（対前年度比）

2,422,150千円（＋2.7％）

2,955,383千円（＋3.4％）

848,500千円（-21.8％）



(4)ゴム

び
一
一

1993．4．16錫 ー

弱
袴
一
蕊
騰
の
施
設
利
用
券
を
交
付

国
民
健
康
保
険
で
は
、
被
保
険

者
皆
さ
ん
の
健
康
の
保
持
・
増
進

を
図
る
た
め
、
は
り
、
き
ゅ
う
、

あ
ん
ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
の

施
設
を
利
用
す
る
場
合
、
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
利
用
券
の
交
付
申
購

は
、
各
支
所
（
行
政
連
絡
所
は
除

く
）
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
娼
歳
以
上
の
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
国
民
健

康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

に
属
し
て
い
る
方

▼
利
用
券
の
申
論
国
保
年
金
課

ま
た
は
各
支
所
に
被
保
険
者
証
と

２
回
以
内
）
で
型
枚
分
を
発
行

▼
利
用
方
法
施
設
利
用
券
と
被

保
険
者
証
を
持
参
し
て
、
市
指
定

青
葉
が
岡
に
ま
ぶ
し
い

』

い
、
さ
わ

区
恒
例
の

ま
す
。

く
い
や
花

供
か
ら
大

ン
卜
が
盛

布
佐
中
学

に
よ
る
パ

れ
ま
す
。

〔雨天の場合は5月1日(土)〕
布佐駅東口駅前通り場所

ご
家
族
や
友
だ
ち
と
出
か
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

〈
イ
ベ
ン
ト
〉

◎
無
料
包
丁
研
ぎ
布
佐
太
子
会

の
皆
さ
ん
に
よ
る
包
丁
研
ぎ
（
１

人
２
丁
ま
で
。
ハ
サ
ミ
は
不
可
）

◎
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
な
ど
。
午
前
ｎ
時
と
午
後

２
時

◎
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
青
空
市
で

ス
タ
ン
プ
を
３
つ
集
め
て
豪
華
な

景
品
を
当
て
よ
う

◎
金
魚
す
く
い
１
回
１
０
０
円

◎
サ
イ
コ
ロ
こ
ろ
が
し
１
回
１

０
０
円
（
い
い
も
の
が
当
た
る
よ
）

◎
お
酒
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
布
佐
酒

販
組
合
青
年
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る

ビ
ー
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

〈
献
血
コ
ー
ナ
ー
〉

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
に
は

粗
品
を
贈
呈
（
雨
天
で
も
実
施
）

▼
時
間
午
前
、
時
か
ら
午
後
４

時
定
午
か
ら
１
時
間
休
憩
）

画
問
い
合
わ
せ
布
佐
新
緑
ま
つ

り
実
行
委
員
長
小
山
冠
詞
）

２
１
８
８

の
施
術
所
（
左
表
）
で
施
術
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
額
１
回
８
０
０
円
〈
施

現
在
、
河
川
や
湖
沼
の
汚
濁
が

社
会
的
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
・
そ

の
原
因
の
一
つ
と
し
て
家
庭
の
雑

排
水
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
し
尿
だ
け

で
な
く
台
所
や
風
呂
、
洗
た
く
水

な
ど
の
生
活
排
水
も
処
理
で
き
る

小
型
合
併
浄
化
槽
が
開
発
さ
れ
、

汚
水
処
理
対
策
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
糟
を

設
置
す
る
場
合
、
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
こ
の
補
助
は
、

新
設
は
じ
め
単
独
処
理
浄
化
槽
や

く
み
取
り
便
槽
か
ら
の
切
り
替
え

も
対
象
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
補
助
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
事
前
に
所
定
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

術
所
に
は
８
０
０
円
を
差
し
引
い

た
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
じ

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課

鵬

’
は
、
生
活
漂
境
際
（
終
末
処
理
セ

ン
タ
ー
）
垂
（
”
）
２
３
７
９
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ぐ
補
助
金
額

４
月
１
日
付
け
で
市
の
人
事
異

動
が
行
わ
れ
、
２
８
８
名
に
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
課

長
級
以
上
の
異
動
者
は
次
の
と
お

り
で
す
（
カ
ッ
コ
内
は
前
職
）
。

◎
部
長
級

＊
企
画
財
政
部
長
（
議
会
事
務
局

長
）
新
井
洋
＊
総
務
部
長
（
企
画

財
政
部
長
）
土
屋
忠
男
＊
市
民
部

長
（
水
道
局
次
長
兼
経
営
管
理
課

長
）
中
村
友
教
＊
福
祉
部
長
（
秘

書
室
長
）
池
田
友
二
＊
建
設
部
長

（
市
民
部
長
）
渡
辺
耕
三
＊
都
市
部

長
（
県
都
市
部
計
画
課
副
主
幹
）
庄

司
信
幸
＊
議
会
事
務
局
長
（
社
会

教
育
部
長
兼
市
史
編
さ
ん
室
長
）

森
田
渉
＊
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
長
（
総
務
部
次
長
兼
人
事
課
屋

稲
村
忠
安
＊
社
会
教
育
部
長
兼
市

史
編
さ
ん
室
長
（
公
社
理
事
長
）
花

島
隆
＊
消
防
長
窪
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
長
）
今
井
敬
＊
公
社
理

事
長
（
消
防
本
部
次
長
兼
総
務
課

I

４
胃
の
人
事
異
動

市
は
行
政
の
効
率
的
な
運
営
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
を
図

る
た
め
、
４
月
１
日
付
け
で
市
の

組
織
・
機
織
の
一
部
改
正
（
下
表
）

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
厚
生
課
に
は
総

合
的
な
福
祉
行
政
を
進
め
る
た
め

福
祉
計
画
担
当
が
、
企
画
課
に
は

成
田
線
の
早
期
複
線
化
を
実
現
す

長
）
林
勇

◎
部
次
長
級

＊
秘
書
室
長
（
企
画
財
政
部
次
長

兼
企
画
課
長
）
小
手
辰
夫
＊
企
画

財
政
部
次
長
兼
企
画
課
長
兼
成
田

線
複
線
化
促
進
担
当
（
財
政
課
長
）

澤
次
男
＊
総
務
部
次
長
兼
人
事
課

長
（
事
務
改
善
課
長
〉
鈴
木
光
治
＊

水
道
局
次
長
兼
経
営
管
理
課
長
（
市

民
生
活
課
長
）
坂
上
正
之
＊
消
防

本
部
次
長
兼
総
務
課
長
（
体
育
課

長
）
増
田
将
夫
＊
教
育
総
務
部
次

長
兼
総
務
課
長
（
社
会
教
育
部
次

長
兼
社
会
教
育
課
長
）
若
泉
燕
＊

社
会
教
育
部
次
長
兼
社
会
教
育
課

長
（
烏
の
博
物
館
副
館
量
水
村
哲

也◎
蝶
長
級

＊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長
（
道
路
課

長
）
須
藤
昭
二
＊
財
政
課
長
ヨ

ミ
ユ
ニ
テ
イ
課
長
）
渡
辺
武
＊
課

税
課
長
（
課
税
課
長
補
佐
）
飯
嶋
政

光
＊
収
税
課
長
（
障
害
福
祉
課
量

市の組織を

一部改正
る
た
め
成
田
線
複
線
化
促
進
担
当

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
水
道

局
で
は
営
業
管
理
の
強
化
を
図
る

た
め
給
水
課
が
新
設
き
れ
ま
し
た
。

鈴
木
一
郎
＊
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長

（
課
税
課
長
）
和
田
幹
雄
＊
工
事
検

査
室
長
（
公
園
緑
地
課
長
）
広
瀬
忠

良
＊
市
民
課
長
（
収
税
課
長
）
島
根

次
久
＊
市
民
生
活
課
長
（
生
活
環

境
課
長
補
佐
）
根
本
勇
＊
健
康
管

理
課
長
（
市
民
課
長
）
川
下
喜
次
＊

高
齢
者
福
祉
課
長
（
商
エ
観
光
課

長
）
鈴
木
由
男
＊
障
害
福
祉
課
長

（
障
害
福
祉
課
長
補
佐
）
小
熊
孝
一

＊
商
エ
観
光
課
長
（
教
育
総
務
部

総
務
課
長
）
大
類
泰
久
＊
環
境
保

全
課
長
（
建
築
指
導
課
長
補
佐
）
浅

倉
泰
司
＊
施
設
建
設
課
長
王
事

検
査
室
量
川
崎
政
彦
＊
道
路
課

長
（
施
設
建
設
課
長
）
尾
高
朝
雄
＊

治
水
課
長
（
都
市
排
水
課
長
）
戸
辺

憲
興
＊
公
園
緑
地
課
長
（
高
齢
者

福
祉
課
長
）
渡
辺
宏
明
＊
給
水
課

長
（
児
童
保
育
課
長
補
佐
）
田
中
修

＊
体
育
課
長
（
健
康
管
理
課
長
）
丹

羽
健
一
＊
烏
の
博
物
館
副
館
長
環

境
保
全
課
長
）
飯
島
守

’
『

－

施術 所名称

有 賀 鍼 灸治療院

長井治療院

須藤マッサージ院

山口 鍼灸院

渡遥 治療院

澤 井 指 圧治療院

松圃鍼灸マッサージ治療院

吉田マッサージ、セラピー

渡辺マッ サージ

清水 鍼灸治療院

本木治療院

川 田治療院

相 野谷施術院

丸山治療院

鍼灸敞玄堂

千代田鍼灸院

かすみ鍼灸院

観風堂

天王台健康院

堀 越マッサージ

あ.らき鍼灸治療院

東洋鍼灸院

陽明堂鍼灸院

治療院いしじま

花鳥鍼灸院

住所

台田2-7-53

緑2-2-1

中峠2003-9

若松134-8

湖北台1-18-2

湖北台2-10-14

我孫子60-17

布佐平和台2-11-3

東我孫子1-4-4

若松135-5

白山1-3-13

高野山547

栄14-3

布佐1-23-18

布佐2191

我孫子170-2

天王台1-1-30

東我孫子2-21-36

柴崎台2-7-5

布佐2974

新木野1-1-37

青山台4-21-22

中峠467

湖北台8-1-1

天王台3－13－1

電鯖番号

(83)2240

(82)4583

(88)1300

(85)2630

(88)2105

(88)3644

(83)0437

(89)3324

(82)4513

(82)6202

(82)3626

(82)3318

(82)1610

(89)0362

(89)1341

(82)5560

(84)9599

(82)8764

(82)8963

(89)1394

(87)0700

(84)8161

(87)0219

(88)6318

(84)1989

i人槽区分

5人槽

6人槽

7人槽

8人槽

9 人 槽

10人槽

1基当たりの補助限度額

600,000円

700,000円

800,000円

900,000円

1,000,000円

1,100,000円

巴＝

‘ 旧・

企画課一企画調整担当

入潮‘課一に鰯

躯務改善課一に
却鯲X分1次:音1承

nA剥齢化ｲ票

厚生課 _E
L

務係

社会係

保砿係

都市排水課一に灘1

都市計画課一に ｲ系

建築指導 課七
勅F丑に1承

建築指導係

開発指灘係
嘩1率罰稗奉1重

区画整理課

討胆11糸

再開発係

布佐駅東側土地
区画整理躯務所

工務係

管理係

水道局

経営管理課

技術監理課

ｒ
Ｔ
工
Ｌ

経営管理係

料金係

経理係

配水計画係

給水係

工務係

企 画 課 王
企画鯛盤扣当

ﾙ、鞄洲狸ｲﾚ偲;化加当

人事課-E総｜福利I

柵報システム課一傭報システム係

厚生課七
仙荊11:剛･'凹j旦望I

庶務係

社会係
ｲ馳硴ｲ蕊

治水課一E澱驚

都市計画課一に
､T四1兼

都市対策係
■■■1■I■－■Ⅱ■I■I■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■I■■,－－轡画一等一一一一一一一q■I■■’凸■■

建 築 指 導 課f
凸 － 4 ■

建築審恋係

建築指導僻

開発指導併
關9膳雍渤宗樽

区画整理課f
公共係

組合係

再開発係

布佐駅東側土地
区画盤理珊砺所

経営管理課一に

技術監理課一に

給水眺王

経'職管理係

経理係

配水計画係

工務係

料金係

給水係

I音煙

j■ ・新”－．－．K

行 政相談委員に

井上道英氏と斉藤栄子氏
お気軽にご相談を獄

委
馳
闇
皿
諦
蝿
識
蕊
需
醒
諦
幟

栄
子
氏
が
総
務
庁
長
官
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
井
上
氏
は
新

任
で
斉
藤
氏
は
再
任
で
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
国
や
県
、

市
町
村
、
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の

特
殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い
て
、

「
こ
れ
は
困
っ
た
」
、
「
こ
う
し

て
欲
し
い
」
と
い
っ
た
苦
情
や

要
望
を
受
け
、
そ
の
解
決
の
た

め
に
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る

方
で
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
声
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
向

上
さ
せ
ま
す
。

市
で
は
、
毎
月
末
（
広
報
脂

日
号
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）

に
、
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
木
川
肇
氏
は
３
月
瓢

日
付
け
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
行
政
相
談
委
員
〉

＊
井
上
道
芙
柴
崎
１
７
０

壷
（
錘
）
４
７
３
５

＊
斉
薩
栄
子
泉
遮
の
幻

シ
新
し
く
行
政
相
談
委
員
に
壷
（
坐
８
７
４
５

な
っ
た
井
上
道
美
氏
▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課
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樹
木
医
と
い
う
制
度
を
ご
存
じ
と
い
↑

で
す
か
。
都
市
化
の
進
展
や
周
辺
同
セ

環
境
の
悪
化
に
伴
い
、
失
わ
れ
つ
に
認
．

つ
あ
る
巨
樹
や
名
木
な
ど
を
粒
フ
「
一

た
め
、
林
野
庁
と
（
財
）
日
本
緑
化
そ
の

セ
ン
タ
ー
が
平
成
３
年
に
創
設
し
で
、
↑

た
も
の
。
樹
木
医
は
、
同
セ
ン
夕
張
の

ｌ
が
行
う
研
修
と
試
験
の
結
果
な
汚
染

ど
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
、
樹
木
の

診
断
や
治
療
、
樹
勢
回
復
な
ど
を

行
う
。
現
在
、
樹
木
医
は
全
国
に

１
５
５
名
い
る
が
、
県
内
に
は
わ

一

ず
か
３
名
し
か
い
な
い
。

「
地
域
の
皆
さ
ん
に
長
い
間

親
し
ま
れ
て
い
る
樹
木
が
衰
退
し

て
い
く
の
を
何
と
か
し
た
い
」
と

の
熱
い
思
い
か
ら
樹
木
医
に
挑
戦
。

そ
し
て
、
昨
年
ｎ
月
、
４
．
７
音イ

第12回鳥の博物館企画展

庭に来る烏一
そC)鳴寸声

､<姿一

函
樹
勢
の
回
復
は
長
期
戦

わ
た
し
た
ち
の
家
の
周
り
に
は
、

ど
ん
な
鳥
が
住
ん
で
い
る
の
で
し

ょ
う
。
ス
ズ
メ
、
キ
ジ
バ
ト
、
ヒ
ヨ

ド
リ
…
。
我
孫
子
市
の
周
辺
で
は
、

年
に
加
種
類
以
上
も
の
野
鳥
が
庭

を
訪
れ
て
い
ま
す
。

で
も
、
興
味
は
あ
る
の
に
、
こ

れ
ら
の
野
鳥
の
名
前
を
知
ら
な
か

っ
た
り
、
野
鳥
の
姿
と
鳴
き
声
が

結
び
つ
か
ず
、
「
庭
に
来
た
鳥
の

名
前
を
知
り
た
い
」
、
「
庭
で
声
を

聞
い
た
烏
の
名
前
を
知
り
た
ど

と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
も
数
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

企
画
展
で
は
、
庭
に
来
る
鳥
や

と
い
う
難
関
を
見
事
に
パ
ス
し
て
、

同
セ
ン
タ
ー
か
ら
樹
木
医
２
期
生

に
認
定
さ
れ
た
。

「
研
修
は
専
門
的
で
幅
広
く
、

そ
の
う
え
毎
日
試
験
が
あ
っ
た
の

で
、
息
を
抜
く
こ
と
も
で
き
ず
緊

張
の
連
続
で
し
た
。
気
象
と
大
気

汚
染
が
難
し
か
っ
た
の
で
、
合
格

'二一二
。

肥
旧
咽
品
Ⅵ

服
|jM

ノ ０
ｒ
」

／

i－
ー ー 一

侭

そ
の
見
分
け
方
、
庭
に
野
鳥
を
招

く
方
法
な
ど
を
、
和
風
の
庭
、
洋

風
の
庭
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
３
つ
の
ジ

オ
ラ
マ
を
含
む
約
１
０
０
点
の
は

く
製
、
約
如
点
の
写
真
を
使
っ
て

わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
４
月
幻
日
王
）
か
ら
９

月
妬
日
（
且

▼
時
間
午
前
９
時
釦
分
か
ら
午

後
４
時
釦
分

▼
休
館
日
月
曜
日
、
祝
日
の
翌

日
、
６
月
翠
日
（
館
内
蒸
蒸
且

▼
問
い
合
わ
せ
鳥
の
博
物
館
壷

（
弱
）
２
２
１
２

通
知
が
届
い
た
時
は
驚
く
と
同
時

に
、
樹
木
医
の
責
任
を
感
じ
ま
し

た
」
と
合
格
の
喜
び
を
語
る
。

高
野
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
に
、
県

の
天
然
記
念
物
で
あ
る
東
源
寺
栗

か
や

崎
）
の
榧
の
木
を
よ
み
が
え
ら
せふ

き

鋤
薙
は
市
の
保
存
樹
木
で
あ
る
葺

不
合
神
社
（
新
木
）
の
イ
チ
ョ
ウ
の

》

’ 蕊
樹木医として認定された
たかの み つ と し

高野光利さん
鳥たちは

どんな声で鳴くのかな(岡発戸）

バ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
（
５
月
、
日

か
ら
逓
日
）
に
ち
な
み
、
我
孫
子

野
鳥
を
守
る
会
、
（
財
〉
山
階
鳥
類

研
究
所
、
烏
の
博
物
館
の
三
者
共

催
で
、
手
黄
沼
探
鳥
会
を
行
い
ま

す
。

当
日
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
歩
き
な

が
ら
見
え
た
烏
の
説
明
を
し
て
く

れ
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方
で
も

大
丈
夫
。
日
頃
、
見
失
い
が
ち
な

身
近
な
自
然
を
振
り
返
る
よ
い
機

会
で
す
。
初
夏
の
訪
れ
と
と
も
に
、

ツ
バ
メ
や
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
、
コ
ア

ジ
サ
シ
な
ど
、
夏
鳥
た
ち
の
子
育

て
の
時
期
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
期
日
５
月
９
日
（
日
）
雨
天

の
場
合
は
猫
日
（
日
）

』

樹
勢
回
復
作
業
を
進
め
て
い
る

が
「
樹
勢
の
回
復
ま
で
に
加
年

は
か
か
る
」
と
長
期
戦
の
構
え
。

「
こ
れ
か
ら
も
技
術
の
研
究

に
励
み
、
樹
木
医
の
誇
り
と
愛

情
を
も
っ
て
、
弱
っ
た
木
を
治

す
だ
け
で
は
な
く
、
害
に
強
い

樹
木
を
育
て
保
謹
し
て
い
き
た

と
と
意
欲
的
に
語
る
。

高
校
時
代
は
陸
上
競
技
部
で

活
躍
し
、
８
０
０
脚
の
島
根
県

高
校
記
録
を
出
し
た
こ
と
も
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
。
造
園
業
の

傍
ら
市
・
東
葛
飾
地
区
体
育
指

導
員
連
絡
協
議
会
会
長
も
務
め
、

多
忙
な
毎
日
を
送
る
。
好
き
な

油
絵
は
「
描
く
暇
が
な
い
」
と
苦

笑
す
る
。
弱
歳
。

’

八
Ｉ
Ｆ
ウ
イ
ー
ク

早
買
酒
認
島
含

照
明
器
具
の
明
る
さ
は
、
器
具

の
汚
れ
具
合
や
使
用
期
間
な
ど
で
、

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
天
井
直
付
け
の
蛍
光

灯
を
ま
っ
た
く
掃
除
し
な
い
で
１

年
間
使
用
し
た
場
合
、
明
る
さ
は

約
半
分
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

消
費
電
力
は
変
ら
な
い
た
め
、
暗

く
な
っ
た
分
だ
け
無
駄
な
電
気
料

金
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
掃
除
は
少
な
く

と
も
年
に
３
回
位
は
行
い
、
器
具

の
交
換
は
２
年
を
目
安
に
す
る
と

経
済
的
で
す
。

ガ
ラ
ス
・
ア
ク
リ
ル
製
の
シ
ェ

ー
ド
や
カ
バ
ー
の
掃
除
は
、
取
り

▼
日
程
市
役
所
正
面
玄
関
前
で

受
付
（
午
前
９
時
～
９
時
訓
分
）
↓

手
賀
沼
遊
歩
道
を
探
烏
（
小
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
リ
ー
ダ
ー
が
つ
き
ま

す
）
Ｉ
亨
山
階
鳥
類
研
究
所
前
で
ま

と
め
の
後
解
散
（
正
午
頃
の
予
定
）

全
行
程
徒
歩
約
３
．
５
鈴
。

▼
参
加
黄
１
人
２
０
０
円
（
資

料
代
な
ど
〉

▼
持
参
メ
モ
帳
、
筆
記
用
具
、

雨
具
。
こ
の
ほ
か
双
眼
鏡
、
図
鑑
、

胤
照
明
器
臭
の
お
手

陛
入
れ
は
こ
ま
め
に

&

水
筒
が
あ
れ
ば
便
利
で
す
。

▼
定
員
小
学
生
以
上
１
５
０
名

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月
５
日
（
祝
）
ま
で
に
電
話
で
鳥

の
博
物
館
盆
（
理
２
２
１
２
へ

な
お
、
当
日
の
実
施
、
延
期
の

問
い
合
わ
せ
は
午
前
７
時
訓
分
か

ら
同
博
物
館
へ

※
当
日
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
車
で
の
参
加
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

▼主な照明器具の平均寿命(時間）

竹
細
工
の
部
分
は
古
い
歯
ブ
ラ
シ

な
ど
で
器
具
の
内
と
外
の
両
方
か

ら
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の

後
柔
ら
か
い
布
で
ふ
け
ば
い
っ
そ

う
奇
腿
に
な
り
ま
す
。
和
紙
の
部

分
は
、
常
に
ハ
タ
キ
な
ど
を
か
け

て
お
く
の
が
一
番
で
す
。
ま
た
、

布
製
の
も
の
は
色
や
け
を
お
こ
し

や
す
い
の
で
、
日
頃
か
ら
の
手
入

れ
が
大
切
で
す
。

部
屋
の
ム
ー
ド
を
大
き
く
左
右

す
る
照
明
器
具
で
す
。
汚
れ
や
使

用
期
間
な
ど
を
よ
く
調
べ
て
、
効

率
的
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
消

r~写‐一重
一再垂

L

４
月
に
入
る
と
、
道
端
や
田
の

あ
ぜ
な
ど
で
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
の
黄
色
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４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
万
５
０
０
円
に
な
り
ま
し

た
。
１
年
分
の
保
険
料
は
４
月
中

に
納
め
る
と
、
左
表
の
と
お
り
前

納
割
引
き
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
お
支
払
い
は
、
便
利

今
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
子
局

塑
力
所
に
加
え
て
、
新
た
に
詔
局

が
開
局
し
無
線
放
送
を
正
式
に
は

じ
め
ま
す
。
放
送
は
緊
急
時
の
ほ

い
花
が
目
に
付
く
よ
っ
に
な
っ
た
。

０
、

茎
は
地
面
を
は
い
、
三
つ
の
。

葉
に
別
れ
た
葉
が
地
表
に
広
が
る

と
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
い
た
よ
う
に

見
え
る
。

花
は
長
い
柄
の
先
に
１
個
つ
き
、

５
枚
の
花
び
ら
の
下
に
は
５
枚
の

ガ
ク
片
と
５
枚
の
副
ガ
ク
片
が
あ

る
。

花
が
収
ま
る
と
、
や
が
て
花
の

整
備
が
進
む
防
災
行
政
無
線

ヨ

４
月
か
ら
保
険
料
が

月
額
１
万
５
０
０
円
に

『田

と L
可

侭筐笥鈩毫ニゴ
’ (ぱ~ぢ~科ツ

な
口
座
振
替
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

毎
月
納
め
に
行
く
手
間
が
は
ぶ

け
納
め
忘
れ
も
な
く
安
心
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
年

金
係

か
、
毎
日
夕
方
５
時
に
チ
ャ
イ
ム

を
流
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
防

災
係

か
た
く

ノ

下
部
の
花
托
と
呼
ば
れ
る
部
分

が
球
状
に
膨
ら
ん
で
、
直
径
が

１
セ
ン
チ
半
ほ
ど
の
イ
チ
ゴ
が

で
き
る
。
イ
チ
ゴ
は
熟
す
と
赤

く
な
る
。
イ
チ
ゴ
の
上
に
つ
い

て
い
る
小
さ
な
赤
い
粒
々
が
果

実
で
あ
る
。

イ
チ
ゴ
は
食
用
と
し
て
店
頭

に
並
ぶ
オ
ラ
ン
ダ
イ
チ
ゴ
に
似

て
い
る
。

毒
は
な
く
、
食
べ
ら
れ
な
い

こ
と
も
な
い
が
、
甘
味
が
な
く
、

味
が
優
れ
な
い
の
で
食
べ
る
人

は
い
な
い
。

ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
は
蛇
が
現
わ
れ

そ
う
な
場
所
に
生
育
す
る
が
、

蛇
と
は
関
係
が
な
い
。
「
蛇
い

ち
ざ
の
名
は
、
蛇
が
こ
の
イ

チ
ゴ
を
食
べ
る
も
の
と
考
え
て
一

つ
け
た

（
文
。

ら
し
い
。

写
真
佐
久
間
俊
行
）
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第4乎討

牡弔,
堂

回

白熱電球

蛍光灯

放射形ランプ

一般電球

ボールランプ

反射型電球

ビームランプ

シャンデリア

小丸電間

ハロケン職

管形蛍光灯

環形蛍光灯

髄球形蛍光灯

水銀ランプ

約1000

2000

1500～2000

2000

1500～2000

5000

2000

3000～12000

5000～6000

6000

9000～12000

割
引
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１

３
，
１
６
０
円

前
納
額

１
２
２
，
９
６
０
円

１
２
７
，
６
４
０
円

年

額

、

１
２
６
０
０
０
円

'1’
1

3

0
，

8
0

0

円

|月

額

や

１
０
５
０
０
円

区
分

定
額
保
険
料
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付
加
侭
保
険
料

国民年金
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長谷川
平成5年度の福祉タクシー券を

交付しています。利用を希望する

方は障害福祉課で更新の手続きを

行ってください。

◎交付を受けることができる方

市内に在住している身体障害者手

帳1．2級所持者(児)､療育手帳④、

A所持者(児）

◎交付枚数年間48枚（人工透析

を受けている方は96枚）

◎交付に必要な物身体障害者手

帳、印鑑

※身体障害者手帳をお持ちの方は

等級に関係なくタクシー料金が1

割引になりますので、タクシーを

利用するときは身体障害者手帳を

お忘れなく。なお、前年度のタク

シー券は返却をお願いします。

｡問い合わせ障害福祉課へ

心身障害者(児)を介護している

保護者が病気等の理由で介護がで

きなくなり、一時的Iこ有料で介護

を委託しだ場合、その費用の一部

を助成します。

シ助成額4時間以内2500円、4

時間以上5000円

し問い合わせ障害福祉課へ

伝応募責格運転免許証を所有す

る満45歳未満で福祉に熱意のある

健康な方

し募集人員若干名

し申し込み・問い合わせ履歴書

に必要事項を明記し、原稿用紙3

枚以内にr私が考えるホームヘル

パー」についてまとめ、4月23日

(金)までに写真(ライカ判2枚)を

添付し、高齢者福祉課へ

（若松。
－

1歳3か月）
ー一
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凶
、

’
労働保険料(労災、雇用)の申告

納付の期限は5月17日(月)です。

平成4年度確定と5年度概算保

険料の申告・納付はお早めIこお願

いします。

似問い合わせ県雇用保険課査04

3(223)2776まだは干葉労働基準局

壷043(254)5211へ

し期間5月から平成6年3月ま

での隔月第2日曜日午前10時から

午後3時（弁当持参）

少対象小学校4年生から中学校

3年生（参加費無料）

伝内容手賀沼に関する自然環境

学習砲K質、プランクトン、魚等）

し募集人員40名

伝申し込み・問い合わせ電話で
W

手賀沼親水広場狂(84)0555へ

｜

鰯懲⑧鰯鎗糖尿病と闘っている患者同志の

交流をはかる討唐会総会が始めて

開かれます。ぜひご参加ください。

し日時4月24日(土)午後2時

し場所成田赤十字病院講堂

し年会費3000円

し問い合わせ成田日赤討糖会事

務局壷0476(26)9595へ

▼我孫子市婦人大学11．12期生一

同様からあらき園にと、雑巾の寄

贈がありましだ。

▼大井由夫様(柴崎)からあらき園

にとバーベキューセットの寄贈が

ありましだ。

▼木村あい様(台田)から我孫子市

心身障害壱福祉会・視覚障害者協

会・朗読の会にと、それぞれ10万

円の寄付がありました。

▼本崎様(つくし野)から福祉作業

所みずきにとエレクトーンの寄贈

がありました。

▼パチンコフラミンゴ様（つくし

野）から簡易マザーズホームひま

わり園にとビデオテープセットの

寄贈がありました。

’
し曰時毎週木曜日午後7時か

ら8時30分

惨場所白山中学校柔道場

し対象小学生以上

し会費月額1000円

し申し込み・問い合わせ電話で

浅野壷(82)2841へ

圓固国凹’

分受付(雨天の場合は5月5日）注演題「我孫子と私の文学遍歴」

し場所手賀沼公園テニスコートシ問い合わせ我孫子の文化を守 ’
似曰時毎週火曜日午後1時30分

から3時

修場所湖北地区公民館

し内容初心者向ヨガ

歩申し込み・問い合わせ渡辺壷

(82)8404へ

子、壮年男子）

伝参加董格市内在住の高校生以
』

’

’
’

電話番号を明記し、4月23日(金・し場所市民会館（入場無料） l

ll必着）までに下ケ戸595石嶋志康し問い合わせ川添壷(88)9391へ

念(82)9713へ 惨日程5月8日(土､午後2時30

分受付）から9日(日)まで

世場所県立流山青年の家

し講師椎名一実氏（県立松戸東

高等学校教諭）

し参加資格高校生以上の青少年、

青少年団体指導者、学校の演劇指

導者等

惨定員40名（参加費2300円）

し持参筆記用具、上履き、運動

着、日用品、健康保険証

し申し込み・問い合わせ電話で

4月26日(月)までに県立流山青年

の家冠(59)2004へ

１
’
１

娠
一
祇

壷税務相麟＝市民相談室10:00～15:00(予約制）
〃酒害相麟＝保健センター13:30～15:00麗

墨
４
月
麹
溌

〃市役所閉庁(－部の施設は除く）
-．少年の日

専一二一字庁一・、ロ一考・

瀞鰯g綱釧劉

戦（参加費1人500円）

伝参加資格市内在住の家庭婦人

(木・必着）までに下ケ戸732の4一ル

高木千秋垂(84)7683へ惨入場料一般（中学生以上）“．

園切目巴･400円、小学生･幼稚園生･･･300円

伝問い合わせ柏高島屋盆(44)11

’傍日時・場所4月29日(祝)午前11へ
寺

し試験日6月20日（日）

し場所日本大学理工学部（船橋

市習志野台7の24の1）

し願書受付・問い合わせ4月20

日(火)から23日(金)までに市消防

本部予防課盃(84)0119'R

※願書は消防署・分署にあります

10時から午後2時、湖北台中央公

園(雨天の場合は5月8日に延期）

屡参加費50円（弁当持参）し曰時4月23日(金)午後2時か

調翻鰄鰯総愚所肺鑑劉,,)9:耐,綱
・弓人掻・行政相醗＝市民相8災室10:00～15:00
＝心配ごと相戯一市佐市民センター(本館)9:00～15:00鯲

一
剛

回⑨回国
－市民図毎館休館言馬の博物館休館＝市民体育館休館
属夛つつじ汪休偲壷西皿摺祉ｾﾝﾀー 休阻＝･水遡料金n入開隠=爾金口座鑓日

値期日4月18日(日、雨天決行）

鯵釣場北部手賀沼一帯

伊受付当日午前5時からg時ま

蕊溌 =法律相戯＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
壷つつじ荘休館言西部福祉センター休館

で、手賀沼公園内大会本部で検窒伝資格45歳以下の方で障害児教

カートミを交付します。育に理解のある方

し参加費300円（中学生以下伝募集人員若干名

1 00円）伝申し込み・問い合わせ履歴書

し競技時間午前5時から検垂締に必要事項を明記し、4月30日

切りの午後2時まで（時間厳守）（金）まで|こ我孫子1684教育委員会

し問い合わせ．杉本垂(58)8338へ学校教育課へ郵送または持参で ’
一馬の博物館休館

ろ⑪金一園･都税第'期納期隈
〃国民年金保険料納期限＝口座振替日

|福祉ﾀｸｼー券の更新を|ホームヘルパー
L ■
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平成5年4月1日現在＊世帯数40.547世帯
人口122,763人男61,518人女61,245人

●市役所本庁85-1111●市民画塞館本館84-1110湖北台
●つくし野支所84-8801分館87-3055布佐分館89-1311
●湖北台支所88-0828移動画塞館87-0909

●湖北支所88-2111●都市改造事務所85-1171
●布佐支所89-2358●身体障害者福祉センター88-0141
●教育委員会85-1151●あらき園88-4188
0水道周84-0111●つつじ荘88-0123
●消防暑84-0119●西部福祉センター85-5818
⑧少年センター84-1900●生活環境課(浄化槽）87-2379
●保健センター87-1131（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
●市民会館84-3311●近隣センター布佐南89-3740
●公民館

湖ゴ

●鳥の博

●市民体

中央82-0515天王台北82-9988根戸83-5363
上地区88-4433●市民センター寿83-7722湖北
物館85-2212台88-9927布佐本館89-1193
育館87-1155布佐ステーションホール89-5800

揃訂塘会総会0開
■、。

、■

I

少隼柔道教室生

熟3園文化講演
一一一一
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箏三隻瀧塞輔 ｢交通死亡事故多発警報」

発 令 中

3月31日現在、県内の交通事

故の死者は151名で全国ワース

ト1位。このため、4月1日県

下全域に「交通死亡事故多発警

報」が発令されました。シート

ベルトは必らず着用し、安全運

転を心がけましょう。

シ警報発令期間4月30日まで

伝 問 い 合 わ せ市民生活課へ

湖北雪ガ

手工芸連盟グループ展
｢第4回グループ虹七宝展」

I日曜当番医･1適間の行襄
ﾃﾚﾎﾝｻー ビｽ恋(85)13穂ri

P 悪u奏予鍜喜会』
第13回民謡民舞鑑固

■吋守

ISe 一
19月

20火

21水

22木

25金

24土

－消憂生活相鱗一市民相鰹室10:00～15:00
－心配ごと相醗＝寿市民センター9900～15:00
－市民図害館休館壷馬の博物館休館
一つつじ荘休館一西部掴祉センター休館

毒法律相戯＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

－消費生活相肢＝市民相談室10:00～15:00

壷市役所閉庁(一部の施設は除く）

⑧2S

”木
I

■ー－－

第1回世界のおりがみ展

あびこ子どもまつり
置蔭物顛扱者試験

,講演
．『舌門〆ナや一七崖

第22回獅子獅Iな釣り大会

ご利用ください(”肩）
B(85)5000
コートミ表(利用の案内)がない

方は、市役所及び各支所・各行

政連絡所|こ用意してありますの
でご利用ください。なお、ご利

用できない電話機が一部ありま

す。ご了承ください。

し問い合わせ広報広聴課

特殊学級介助員


